











           石川青年師範学校設置 
１９４７（昭和２２） 「石川教育（学芸）大学」独立構想 





           教育学部に金沢大学石川師範学校 金沢大学石川青年師範学校 
           理学部に 金沢大学金沢高等師範学校 
           各師範の附属学校は金沢大学教育学部附属中・小学校・幼稚園に 
１９５１（昭和２６） 金沢大学石川師範学校 金沢大学石川青年師範学校閉校 
１９５２（昭和２７） 金沢大学金沢高等師範学校閉校 








１９６９（昭和４４） 言語障害児教育教員養成課程設置（１年―75 年廃止） 
１９７３（昭和４８） 言語障害児教育教員養成課程設置 
１９７５（昭和５０） 特殊教育特別専攻科（言語障害児教育）設置（1 年） 
           附属教育工学センター設置 








１９８９（平成１）  小学校教員養成課程を一部改組し総合科学課程設置 







総合科学課程を人間環境課程に改組   （学生定員 225 名） 
１９９８（平成１０） 附属教育実践研究指導センターを附属教育実践総合センターに改
組 
２０００（平成１２） 学校教育教員養成課程（80 名）障害児教育教員養成課程（20 名） 
           人間環境課程（60 名）スポーツ科学課程（35 名）の部分改組と教
員養成課程部門の学生定員縮小――現在に至る 
 
 
 
 
 
＊ 免許制度の改革（免許法の開放主義）による教育学部以外の学生の免許の取得と教育 
機関への就職 
 
＊ 総合大学の中で学生生活を送った教育学部の学生たち（多様な就職と進学） 
 
＊共通一次試験の導入と学生気質 
